






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1） 包摂 包摂 包摂
（2） 包摂 包摂 十字
（3） 包摂 別字 別字
（4） 外字 包摂 包摂
（5） 外字 外字 包摂
（6） 外字 外字 別宇
（7） 外字 外字 外字
（8） 外字 外字 外字
（9） 外字 外字 外字




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































NI：）C 1895年 1901年 1909年 1917年 1925年
記事数　比率 記事数 比率 記事数 比率 言己事数 比率 記票数　比率
0総記 22 3％ 9 2％ 46 7％ 93 18％ 2王8 21％
1哲学 45 6％ 46　　8％ 13 2％ 8 2％ 12 1％
2歴史 78 1i％ 60　玉0％ 34 6％ 圭0 2％ 83 9％
3社会科学 201　29％248　42％28847％ 圭95 42％ 19123％
4自然科学 36　　5％ 28 5％ 34 5％ 王4 3％ 33 5％
5技術 41　　6％ 35 7％ 18 3％ 16 4％ 70 9％
6産業 51 7％ 51 9％ 20 3％ 6 2％ 38 5％
7芸術 60 9％ 14　　2％ 28 4％ 46 ll％ 74 8％
8塁壁 12 2％ 4　　1％ 3 0％ 2 o％ 2 0％
9文学 15322％ 97　16％13322％ 77 17％ 14718％
翫 699100％592　100％617100％467　　璽100％868100％
＊＊＊ 30 一 43　　一 35 一 37　一 2玉 一
全記事計 729　一 635　一 652㎜ 504　一 889…
表9　『太陽コーパスsにおける「3社会科学」の下位分類
1895年 1901年 1909年 1917年 玉925年NDC記事数 比率 講数睡率 記事数　比率 記事数 比率 記事数 比率
30翌翌科学 5427％ 61125％95　33％24 12％ 37 19％
31政治 32 16％ 5020％ 108　38％8443％ 6434％
32法律 13 6％ 16 6％ 8　　3％ 17 9％ 8 4％
33経済 41 20％ 51 21％ 18　　6％ 22 11％ 4725％
34財政 7 3％ 13 5％ 11　　4％ 6 3％ 1 1％
35統計 0 0％ 0 0％ 0　　0％ 0 0％ 0 0％
36董｝二会 14 7％ 16 6％ 15 5％ 4 2％ 27 14％
37教育 13 6％ 24 10％ 17 6％ 19 10％ 4 2％
38風俗習慣，
ｯ俗学，民族学
15 7％ lI 4％ 3 1％ 4 2％ 0 0％
3嘱防軍事 12 6％ 6 2％ 13 5％ 15 8％ 3 2％


































総言己事数 口語記事 口語記事率 文語記事 文語記事率 項目記事
1895年 729 39 5．3％ 689 94．5％ 1
1901年 635 三68 26．5％ 467 73．5％ 0
1909年 652 376 57．7％ 267 41．0％ 9
1917年 504 355 70．4％ 129 25．6％ 20
王925年 889 835 93．9％ 52 5．8％ 2






























































































































































































































番号 『太陽』原文 J正S漢字包摂規準の連番 備考
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國語 栂09 62 、翻言護 細g5　　　　　師 3
i國語 唯9鷹7 74 鯉語 鱈95　　　　　06 4






















































、　籏蕪　プ、 ヅ　麟ぎ轟・・／　　　　　　藍　　　　　　　　　　〆 。紹・欝灘㌶　・ ▽》部門が醜｝　　　　　　　＼　沖 ㍉灘薄／　で∴1魏熱、　ξ
…
羽峰外箆 はぼうかいし 菓窟帝国大攣敬搬 帽23　　　　　1go9
訳雲昭 しゃくうんしょう 僧で呂　ぜ孟敬窺 182ア　　　　　霊9⑪9
トルストイ 唯828　　　　紹1⑪
西村茂樹 にしむらしげき 臼嵐鮭、迄会創設譜 馨較巴想寝数育錠 帽2暮　　　　　1902
「」?」?
小富山綴介 こみやまやすすけ 漢緊者 縮29 『696
饅囲武郷 いいたたけさと 国門田 憶29 199歪
里周爽噸 くろかわまより 東禁帯国大寧敬掴 國学童 1829 19蓼6
ユ畠中洲 みしまちゅうしゅう 二松学舎大学劇立華 灘学巻 1a3尊 畑栂
lll田甕｝工 かわたおうこう 文単博士　　　　　　　　漢攣港 指30 唯896
里墜清綱 くろたきよつな 総懸総総嘗　貴族院鎌瀬　政治家　歌人 帽3⑪ 栂1ア
曳尾里 ひきおしゅう 元老院義戦　貴簾院議員 外交官　漢学港 帽31 ig15
























穴賜 産895 02 1陰
大陽 窪695 B3 10
穴隔 奪895 04 歪臼
六賜 母eg5 95 葉。
穴賜 1695 06 窪。
?????
大盤 1895 07 10
太賜 1395 ⑪5 10









大隅の発刊 大樋霧大豊β 1695 麟 准＊ 文語　　　　　NDCO5鷹
学界の大革新 久米邦款 1895 o歪 論説 文譲　　　　　NDcoo2
…戦購径の敬育 幸憂事葦囲　　　1895 o喋 論説 立藷　　　　　NDC371
駐争織σ）学術 井上哲次蔀 栂馨5 o奄　　　　　論説 ロ語　　　　　睡COO2 ?
戦争と文学 圷内遣遥 侶95 01 論説 文語　　　　　飼Dcgo歪
「??、?????
漢享の手糟 三塔璽嶺 煽95 01 論説 文認　　　　　爆DC6斜
團藷研究に就て 上鐙万難 葉ag5 ⑪1 論説 目語　　　　　展DC3鱒
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レ や ． ． ゆ ． 十 十 十 十 十 十 一．一十”一一一一． ． 専 十　　　　　　　←　　　　　　　ひ醗遁Kテ曳ストΣ弼殖1贋惇b了プリ7一シコン
一『噸鞭騨脚騨糊饗欝欝盤

































































































































十 十 ． ．
1第王部　設計］
















????????????㌃．??????????????????????????．????… ?????? ????? ???????｛｝??????????????????????＝…???????????????
?
?????????
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． や 十 や
［第1部　設訓
十 ゆ 十 ． 4一 十 ウ 十 や一◇ 十 や ． 令 十





















































































































































































































































十 十 ゆ 十
［第1部　設計］




































































































































































































































































































































































十 ． ． ． ◇　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　今　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　　　　→
［第1部　設計l　IO1























． ． 十 十
［第1部設計］


























































































































踊り字をひらくオフ 心のま〉 心［こ・ろ］のま》 こ〉ろのま》















































































































































































































































































































































































































































































































．卓絶 絶倫 抜群 卓抜 優秀 ひいﾅる 出色 傑出 有数 鎌々
87 21 6 5 7 ? 22 16 4 8 21 2A 窪三格相当ﾌ体露 30．739．623．125．020．040．715．433．316．722．924．757
79 12 7 4 7 5 62 ? 14 16 39 27B 被修飾語ﾌ体欝 27．922．626．920．020．018．543．422．958．345．745．977．1
33 5 5 2 4 2 15 3 3 5 6 0C 部分窪三体にgみ込み lL79．4 19．210．01L47．4 10．5 6．3 12．514．3 7．1 0．0
84 15 8 9 i7 9 44 18 3 6 19 6D 間1妾約なﾊ｛鰻 29．728．330．845．048．633．330．837．512．5 η．1 22．417．1

































































卓．絶 絶倫 抜群 ．卓抜 優秀 ひいﾅる 出色 傑出 樽数 鈴々
89 10 ? 17 ?? 8 22 17 2 5 1 2
a 空格相当ﾌ体需 3L4｝8．9 42．385．031．429．615．435．48．3 14．3 L2 5．7
62 27 4 3 19 17 53 7 5 9 45 7b 被修飾語
ﾌ体需 2L950．915．415．054．363．037．王 14．620．825．752．920．0
14 4 4 0 1 0 16 14 0 3 0 0
C 与格粗嘉ﾌ体言 4．9 7515．4 0．0 2．9 0．0 lL229．20．0 8．6 0．0 0．0
4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0d 三註格層悩
ﾌ旬 1．4 0．0 0．0 0．0 2．9 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
18 0 2 0 0 0 0 ? 0 0 0 0
e 被修嫡語ﾌ用欝 6．4 0．0 7．7 0．0 0．0 0．0 0．0 2．1 0．0 0．0 0．0 0．0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o
f 与格相当
ﾌ句 1．8 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0




?語の用言 3．9 0．0 0．0 0．0 2．9 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
3 2 1 0 0 ? 2 0 2 1 1 0h 全体主体に
gみ込み L1 3．8 3．8 0．0 0．0 3．7 L4 0．0 8．3 2．9 L2 0．0
1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
〔〉
? 闘擾的な
ﾊ罵 0．4 3．8 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 α0 0．0 0．0 0．0 0．0
76 8 4 0 2 1 50 9 15 17 38 26」
なし
26．915．1 15．4 0．0 5．7 3．7 35．018．862．548．644．7743













































すぐれる 優秀 ひいでる 卓絶 卓越 抜群 卓抜 絶倫
人岡 11256．34848．516 53．314 77．83284．216 88．918100．0
?
10
紐織 8 4．0 2222．2 5 16．7 2 1LI 5 13．2 1 5．5 0 0．0 0
（｝
生物 7 3．5 1 1．0 0 0．0 1 5．6 0 0．0 1 5．5 0 o．o 0 G
自然 8 4．0 0 0．0 8 26．7 0 α0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0
文化 6432．22828．3 1 3．3 ? 5．6 1 2．6 0 0．0 0 0．0 0 o



































































…般名 34 30．4 i7 35．4
燗人名 17 15．2 2 4．2
代名詞・親族名 28 25．0 1 2．1
職位・属性名 33 29．5 28 58．3













































学芸 55 85．9 13 46．4
製ぎ1議 9 14．1 15 53．6





















































才能 62 72．9 10 45．5
技芸 23 27．1 12 54．5

























性能 18 58．玉 2 20．2
技芸 13 4L9 8 80．0






































ひいでる 卓絶 卓越 抜群 卓抜 絶倫
一般名 5 33．3 4 28．610 3036 37．5 3 16．7 3 27
掴人名 4 26．7 1 7．1 7 2L26 37．5 3 i6．7 4 36
代名詞・親族名 0 G．0 3 2L44 12．1 2 12．5 1 5．6 2 18
職位・属性名 6 40．0 6 42．912 36．4 2 12．5
?? 6LI2 至8


























































すぐれる 優秀 ひいでる 卓絶 卓越 卓抜 抜群 絶倫
0総記 22 7．8 1 0．7 0 0．0 1 3．8 6 lL3 2 8．0 2 5．7 0 0．0
1頚回 10 3．5 4 2．8 2 4．2 1 3．8 5 9．4 0 0．0 1 2．9 ? 5．0
2歴史 31 lLO7 4．9 10 20．84 15．4 7 13．2 1 4．0 7 20．06 30．0
議舗学 4315．2594L3?? 22．9王0 38．52547．214 56．012 34．3 5 25．0
姻然騨 B 4．6 4 2．8 2 4．2 2 7．7 0 0．0 1 4．0 2 5．7 0 0．0
5技術 13 4．6 2920．3 1 2．1 0 O．0 3 5．7 0 0．0 1 2．9 0 0．0
6産業 2 0．7 10 7．0 1 2．1 3 11．5 2 3．8 1 4．0 1 2．9 0 0．0
7芸術 38盈3．4 17 王L9 4 8．3 1 3．8 2 3．8 0 0．0 ? 2．9 5 25．0
8言語 1 0．4 0 0．0 2 4．2 2 7．7 0 0．0 2 8．0 0 0．0 1 5．0
9文学 11038．912 8．4 15 3L32 7．7 3 5．7 4 16．0 8 22．92 10．0


















すぐれる 優秀 ひいでる 卓絶 卓越 卓抜 抜群 絶倫
文語 lll39．216 IL23266．721 80．82750．92074．1 21 60．09 45．0































































































































































































































































































































































































掠奪 蓉掠 容姿 姿容 忠誠 誠忠 苦労 労苦 往来 来往
1895 17 7 6 3 17 ? 36 王9 王74 翌6
1901 玉4 5 6 1 7 ? 20 5 78 4
1909 5 0 7 0 7 1 46 i3 100 7
19王7 9 ? 0 0 10 2 53 7 57 5
1925 6 1 5 0 24 1 67 5 48 0
合計 5圭 玉4 24 4 65 16 222 49 457 32
［第2部　活贋］　夏語彙　143
表2　パターンBの年甥頻度
現出 L鰭現 晃識 識見 応対 対応 情実 実情 威勢 勢威
1895 40 8 22 19 6 0 14 3 玉0 13
190王 40 8 26 19 10 1 15 7 14 3
1909 41 19 48 22 6 1 33 29 6 5
ig17 44 54 20 26 6 ? 3i 26 8 6
1925 22 46 12 15 7 9 i6 18 4 3










































動詞 5196 26例 43％ 6例
名詞 29％ 15例 4396 6例
複合名詞 20％ 玉。例 1496 2例














































































用例番・轡 ①誰が ②何を ③誰（flのから
1 蒙軍 捨土片口 ｝
2 狸樋軍 財産 男子は勿論女子子供等
3 ベルジスタンの劫掠昆 波斯の東方 …　㎜??
4 君1三纈拒民族 散二｝二米爾 …
5 二L耳古人 鰍洲 ㎜
6 敵 1卸1城 官軍
7 暴徒 揮藥 内務卿大久保不1樋
8 各國 稲　闇　一 隔靴
9 馬賊 鳳嵐城安東縣附近 　
10 ダ嘱軍隊 ㎜ 地方の良混?? ?
1歌島列國 　 清闘
12 故難亨氏 關束論 彼れ
13 繭炎等 美女 一




















































動詞 88％ 王65例 36％ 49例
名詞 10％ 18例 58％ 78例
複合名詞 2％ 4例 6％ 8例






















自動詞 44％ 73例 88％ 43例
他動詞 56％ 92例 12％ 6例










































































































用例番号 ①何が ①’何を ②どこに ②’どこに
? 幽家なるもの 一 地球上 一
2 臼由思想 ㎝ 露匡灘 　
3 維濟．1二の問題 ㎜ 纒濟社會 ㎜
4 編期諸闘無限の沃土 一 鰍洲内 一
5 大威力砲 一 野点 …
??」??
6 一 非常の攣態 一 東洋の海軍力
7 一 一大轍叉 一 財政上
8 一 二大攣象 ｝ 政界
9 ｝ 好景氣 … 轍問
10 ｝ 盛況 … 二二
n 怪鬼 　 ｝ 一
12 仙人 ㎜ 社會 『
13 眞翫政治家 … ｝ …
14 大偉人 　 儲印の野 一
15 作家 … 斯界 一??
16 一 悪鬼 ｛ 雲裡
17 一 加藤内閣 一 ㎜
18 一 不鵜濁世の佛麟癒 一 　
19 一 選墾請負人の女臆@一種の職業 一 ｝



























































































































































































































































































































































































































ｶ年 1895年　　　190玉年 igO9年 1917年 1925．年
1820年代 1 0 0 0 0
1830年代 6 2 1 0 0
1840年代 5 6 1 1 2
1850年代 20 王2 3 2 5
1860．年代 25 22 15 14 16
玉87G年代 14 15 29 24 24
1880年代 0 0 1
? 19


























































































































































































































































































R8 16 肩 …24




















⇔ それでも 20 28 ア… 達23 峯40 382
⑪ だが 達7 32 46 39 333 467
o だって 8 30 34 21 50 143
でも 2 …9 69 50 169??












○ かかれど 1 （：） しかるあいだ
?
（：） それが 95 であるが 2
欝 かくても 9 ○ しかるあいだに 2 ゆ それがそれ 1 ．ぐあ毒」．．．．「．ト5■かわ5．ボ 1
欝 けど 8 （：） しかるところ ｝4 それかというて ? 《．》 ですが 28
けども 6 しかるとこるが 3 ζi》 そ純かといって 沿 ですけど 3
⑬ これでも 6 しか轟‘．．こも島・鳶．「．エfレ．∫ 13 ゆ それたって 4 ですけども 2
これにはんし 72
?
しかるも 41 し） それだっても 3 ですけれど 3
こP．しにもかひわらず 2
《》
しかるを 58 それだのに 23 鎌 ですけれども 2
（） さあれ 3 纏 しかれど 2 ゆ それでいて 33 ではあワますが 1
さあれど
｝
⇔ したが 8 それとても 11 《》 ではあるが 1
◎ さはあれ 3 （：） じゃが ｝ ○ ｛．れと13んたいに 2 で［濃あるけれども …
さはあれど 1
?
そういっても 1 ⑪ それなのに 9 （ご） でも。ざいよしょ．》ガ …
?
さはいえ 18 （） そうかつて 1 それにはんし 3 欝 というが 2
?》










ζ》 それにもか訟わず 1 といって 44
さりけれども 3 モ．うかともうして 2 科廊そ．うだ‘η仁ご 2 《》 といっても B〔）
さりとては 20 そうだけど 1 ．葦．聖悌膏ラ．膏しょうが ? （：） ところを 3
（：） さるに 34 そうでなく9ても 1 モれ是運．うだけれど 1 とはいうものの i1
さるを 27 そうでなくても 2 それを 50 《》 とはいえ 29
《多 さればといって 青5 そうでなくとも 2 《》 だけど 31 とはいっても 3
さればとて 47 （） でうTOもあろうが ｝
解
だけども 12 ともうして 2
《》 さわ礼 26 そじ管が ? 箒 だけれと 斗2 ともうしても 〜
（：） しかすがに 3 ? そのくせ 47 《》 だけれども 3 ともうすものの ?
しかども
?
｛．1）㍗莇そうでサが 1 だけんど 5 なれど 2
○ しかはあれど 5 モDやそうだが
?





だっても 2 膨 にもかかわらず 5

























































































































異なり語数 比率（％） 延べ語数 比率（％） 総文掌数
1895年 63 0．00203％ 3009 0．09701％ 3101732
1901年 64 0．○0208％ 2805 0．091達2％ 30ア8205
1909年 ア6 0．00265％ 4209 0．τ4，647％ 287358τ
達917年 56 0．00221％ 35i6 0．13861962536619
1925年 67 0．00232％ 4689 0．16247％ 2886149
180　［第2部　活用］1語彙














瀬位 】895奪 出現頻度 比薬（％） ！90…年 出環頻度 比率｛％） 1909年 出世頻度 比華（％）
1 しかれども B穀 43．6％しかれども 791 28．2％しかし 117828，096
2 しかるに 58619．5％しかるに 535蓬9．1％しかるに 70616．8％
3 されど 3｝8 10．6％されど 440茎5．ア％ しかれども 490誓．6％
4 しかし 193 6，496しかし 382B．6％されど 339 8．1％
5 されども 86 29％ところが 86 3．1％しかしながら 291 6．9％
6 しかしながら 66 2．2％しかしながら 78 28％けれども 271 6，496
7 これにはんして 43 1．4％これにはんして 75 2．7％とこるが …70 呑．0％
8 さりながら 38 L3％だが 32 …．1％ が …38 3．3％
9 しかりといえども 31 LO％だって 30 i．i％これにはんして 80 …．9％
τ0 けれども 26 o．9％けれども 29 …．G％ それでも 71 蓬．7％
全体の出現頻度　　　3009　　　　全体の出現頻度　　　2805 全体の出現頻度　　　4209
上位5位までの比率合計 829％上位5位までの比率含計 79．6％上位5位までの比率合欝 71．峰％
上位10位までの比率台計 89．7％上位10位までの比率合計 88．3％上位10位までの比率合欝 887％
纈位 19τ7年 毘現錘度 比率（％｝ 等925年 出現頻度 比率〔％）
…
しかし 拾12 37．3％しかし 166335．5％
2 しかるに 6葦4 17．5％が 46710．0％
3 しかしながら 294 8．4％しかるに 4τ0 8．7％
4 が 234 6．7％ところが 384 8．2％
5 ところが 155 44％だが 333 7．！％
6 けれども 140 4．0％けれども 323 6．9％
7 しかれども 138 3．9％しかしながら 272 5896
8 それでも 123 3．5％でも 蓬69 3．6％
9 けれど 68 1．9％それでも 140 3．0％














































が 850 97．7％ 12 L4％ 870 口語的
けれども 757 959％ 9 1．1％ 789 口語的
これにはんして 146 5α5％ 142 49．1％ 289 文語的
されど 134 月．6％ 1009 87．1％ 1159文語的
しかし 4440 93．9％ 204 43％ 4728口語的
しかしながら 854 85．3％ 118 11．8％ 1001口語的
しかるに 1529 53．6％ 1265 44．4％ 2851文語的
しかれども 170 6．2％ 2575 93．4％ 2756文語的
それでも 353 92．4％ η 45％ 382 口語的
だが 449 96．1％ 15 3．2％ 467 口語的
でも 279 90．3％ 13 4．2％ 309 口語的





























文体 晃出し語 1895隼…9α年 ⑲09年 1創7年 ig25年
が α3％ 07％ 3．3％ 6．7％ 10．0％
けれども 0．9％ 1．0％ 6．4％ 4．0％ 6．9％
しかし 6．4％ 13．6％ 28，096 37．3％ 35．5％
しかしながら 2．2％ 2．8％ 6．9％ 8．4％ 5．8％
?????
それでも 0．7％ 1．O％ 1796 3．5％ 3．O％
だが 0．6％ m％ 1．1％ 1」96 7．1％
でも 0．1％ 0．7％ 1．6％ L4％ 3．6％
ところが 0，796 3．1％ 4．O％ 4，496 8．2％
これにはんして 達，4％ 2．7％ 1．9％ 1，896 0，696
されど 茎O．6％ 15，796 8．1％ i．196 0，596
?????
しかるに 195％ 19．1％ 16B％ 175％ 8．7％





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1895 55（91．7％） 5（83％） 60
1901 75（80．6％） 18（19．4％） 93
1909 66（85．796） 11（14．3％） 77
1917 69（85．2％） 12（14．8％） 81
1925 io2（75．0％） 34（25．096） 136



























年代 まい まじ ない なし ぬ ず ん 省略 含計
1895 2 i 9 1 i7 19 5 1 55
1901 9 1 33 3 王3 9 6 1 75
1909 8 2 22 1 23 6 4 0 66
19i7 5 0 41 0 19 1 3 0 69
1925 7 i 67 1 io 1 15 0 102






















年代 可能表現 自動詞 他動詞 名詞 形容動詞 合謂・
王895 20（37．0％） 26（48，1％） 7（13．0％） 1（L996） 0 54
1901 34（45，9％） 25（33．8％〉 8σo．8％） 7（9．5％〉 0 74
玉909 33（50．096）22（33．3％） 7（王0．696＞ 4（6．1％） 0 66
1917 35（50．7％） 26（37，7％） 2（2．9％） 6（8．7％） 0 69
1925 41（40．2％） 34（33．3％） 14（13．7％） 12（IL8％） 1（LO％） 102

















年代 できる 可能動詞 一得る 　ムヒ　b｝汀雛か れる・轤黷 舎計
1895 4 5 2 3 6 20
190王 20 2 4 2 4 32
1909 19 2 4 1 4 30
圭917 17 2 0 0 12 31
1925 18 6 4 0 8 36











年代 動詞 形容詞 形容動詞 名詞 痘1詞 合計
i895 0 4（80．0％〉 1（20．0％） 0 0 5
1901 1（5．6％） 13（72。2％） 3（16．7％〉 1（5．6％） 0 18
1909 0 5（45．5％〉 6（54．5％） 0 0 ?
1917 1（8396） 5（4L7％） 6（5α0％） 0 0 12
1925 4（ll．8％） 15（44．1％） 13（38．2％） 1（2．9％） 1（2．9％〉 34






































































年代 否定的意味 肯定的意味 合計
1895 5 G 5
1901 18 0 玉8




1925 20 14 34















































































































































年　代 第1類 第2類 合計
1895 1 2（1） 3
1901 2 0 2
1909 2 0 2
1917 2 2（2＞ 4
1925 2 6（4） 8



















































































































































































御～あそばさる 12　（2．3％） 9　（2．496）13　（L9％） 0　（0．0％〉 13　（L796）47　（L7％）
～あそばさる 4　（0．896） 1（0．3％） 2　（0．396） 1　（0．2％） 4　（0．5％） 12　（0．496＞
御～あそばす 31　（5．9％） 4　（1．19e’）27　（3．9％）14　（3．3％）24　（3．1％）100　（3．6％）
















































































1895 1901 1909 19王7 1925 通年
①擁動詞翻形 423（80．4％）290（77．5％）536（77，896）351（83，696）599（77．4％〉2199（79．0％〉
②灘名詞 91（173％）72（19396）126（18396）1（14．596）147（19．0％）497α7．9％）
③漢語サ変翻翻形 9（L7％） 11（2．9％）20（2．9％） 6　（1．496）24（3，1％）70（2．5％）




























































①傭動詞連1膨 ○．2玉ご（2）加41∫①○．40滋（尋） 一（0＞ o．60rF㈱o、35《13）
御～あそばさる
②漢語名詞 4．82（10）4．62　（8）3．79　（9） 一（0） 2．84　（7）．05（34）




①秘語動詞翻形 ⇔．oo《（｝〉 一　（0） ⑳○「（o＞ 費⑳：㈲ 幡5図2＞O，3£　（2＞
～あそばす




























































































1895 1901 1909 1917 1925 通年
①会話 422（80．296）314（84．0％）629（91．3％）358（85．2％）664（85．8％）2387（85．8％）
②消息 23　（4．4％）21（5．6％）13　（1．996）9　（2。196）27（3．596）93　（33％）
③談話速記 0　（0．0％） 8　（2．1％） 22　（3．2％〉19（45％〉 2（0．3％） 51（L8％）
④演説速記 57（10．8％）3（0，8％） 0　（0．0％） 12（2，9％） 5（0，6％） 77　（2．8％）
⑤地の文 24　（4．6％）28（7．5％）25　（3．6％）22（5，2％）70（9．0％）169　（6．1％）














































































文　字 鱒⑫〆瞬1 照鍵盤瞬 0．87　（7）1．22（24）
??
立　　士c　　四 榊醗菰 、◎嬉：：1瀬・ 一　（0＞ ：麟瀬趨： ㈱商；⑳御～あそばさる
文　字 6。53（7）6．78（8＞9．76（7） 一　（0＞ 5．52（9）7．01（31＞
立　　田?ヨ　　押 順⑳類ζ⑳1蜘鱗：ゆ・ 如三主⑳ 卿際1⑳磯隊燈～あそばさる
文　字 lL19（4）7．63　（1）18」3　（2＞3．55　（1）5．98　（3＞9，74（II）
立　　士ﾘヨ　　㌍ LO6（30）L15　（4）1．06（27）1．08（14）H5（24＞1。10（99）御～あそばす
文　字 1幡豪韓鋤1勲：ゆ蕎ゆ｝ ゆ壌ゆ 顛三諭1⑳脚繕燈
立　　士P　　搾 一　（0） LO6　（2）LO8　（1）L15（4）0．97　（7＞～あそばす
















































































不特定多数 僻ゆ！ 幡認嚇 ｝鋤1ジゆ1面諭倫 1。Ol（17）幡我㈱、
特定の少人数 1．15（65）1．07（52）LOI（67＞LO6（67）LO5（73）1．06（324）
～なさる
不特定多数 鋼胞鋤｝ i瞬罷φ1⑱巽や 聯／②、融融ll：1⑳晦2：：③
讐定の少人数 0，90（38）LO3（32＞0，95（62）0．99（29＞、1．01（76）0．97（237）
御～くださる
不特定多数 L56（12）：伽／⑳ 2．43　（6）1．16　（3）勲：滋⑥： L22（29）
特定の少入数 L17（94＞LO9（75）1．01（161）LO6（106）LO2（143＞LO6（579）
～てくださる








特定の欝欝数 L18　ω 一　（0） LO4　（2）LO9　（1）L12　（4＞L10　（8）
～あそばす



















































































話し手の性別 王895 19α 1909 19王7 1925 一通年?
L68（25）L34（19）LO7（31）0．91（21）醗働 0．97（191）御～になる










女 L30（69＞1．03（33）1⑫：働 1．02（66）憾ミ㊥ 0．92（250）? 購順、 一（0）伽至ゆ 一（0）嚇雲熾 磁3≧し鋤郷～あそばさる
女 1．18（2） 一（0） 2．20　（3＞ 一（0） 1．68　（2）L61（7）
?
一（0） 一（0＞ 一　（0） 一（0＞ L66　（1）L93　（1＞
～あそばさる





一（0） 一（0） ゆ零：ゆ：： 1肥州ゆ⑳鰻瀬｛難⑳磁の，
～あそばす










































































































～なさる （不明） 話し書葉 私的 男性






御～あそばさる 漢語 書き誉葉 公的 女牲
～あそばさる 漢語 書き言葉 公的 （不明）
御～あそばす （不明） 話し雷葉 私的 女性













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































我慢 13 2 4
感服 4 1 4






























































































































































文字集合の種類 文字数 日本での普及状況 世界での普及状況
JIS　XO20819976879 広く普及 ㎜
」王SXO2132000・2004434 普及せず ｝

















































































































































































































































































































































順位 頻度 原文の文字 文字番号 代丹檸 JISi茎点翻 用例 所在
1 272欺 16085款 8ABC定款改正の次議を撫し 1895－02－P185AlO
2 266漁 18019汽 8B44汽船の娼獲は 1895－01－PO88AO4
3 170 難 42124鶴 聡A50夜半に鶏の鳴をきいて 1895－0｝POO3BO9
4 85 熈 1721 熈 EO87熈々たる明治二乎八年の新旭光1ま 1895－01－POOiDO2
5 71 涯 5王106
? 91B4其は儒ずべからざることなり 1895－08－PO玉8A15
6 70 巷 TOO3巷 8D4A社會は正邪ならび存するの巷 1895－Ol－PO19BO1
7 69 属 56009胤 99AD進取の念を鋤まし 1895－Ol－POIOAO7
8 55 櫨 47550鞭 EA64料理獄立の麹梅は 1895－02－P155A14
9 38 陀 50005? 9A42黒軍を叱咤し 1895－01－PO54BlO













































順位 頻度 原文の文字 文字番暑 用例 所在
1 242 鷹 48824居士世推濫鹿門 1895－04－P126A31
2 55 ? 35458一士，九卿，麗事，斜道等の官を召して 1895－06－PO26AO3
3 38 ? 23439涙堪へて眼は麗れども 1895－01－PO92AO1
4 28 箔 26062殆ど十匹駅の麗隙あり 190王・08－P169Bl1
5 27 算 9610輻射輪の形状に於ける環状麗が 190玉一〇2－P183B15
6 27 ? 67692鵠面々といふもの出で〉 1895－06－PlOiBO6
7 26 銃 40346蝶畿附の扉は無功なるに依り 190LO3－P177BI5
8 25 ? 53267北は準麗爾降伏し 1895－06－PO26BO5
9 24 麗 58594紙鳶を盟げたり 1895－03－PO61A12
10 22 ? 41315農漸の海窟を繧硬し 玉895－03－PO94A12











































































































































































































氣嫌／機嫌 5 2．7％ 18297．3％187100．0％
言語同鰍／言語道籔 10 27．8％ 26 72．2％ 36 100．0％





































































































































































































































文字列 頻度 順逆 付加 遠隔 衝突 前例有無
轍蔭（〈一ue） 10回 順行 置換 連続 衝突 定着
鰹渇（←渇） 2礪 順行 置換 連続 衝突 定着
味購（←醐 順行 置換 連続 衝突 臨時
紡纏（←錘） 順行 置換 連続 衝突 臨時
詳録（←綜） 順行 置換 連続 衝突 臨時
喩功匪（←伽） 順行 置換 連続 衝突 臨時
研讃（←鎭） 順行 置換 連続 衝突 臨時
肯定（←繁） 順行 置換 連続 衝突 臨蒋
欄慢（（一寸） 9回 順行 置換 連続 新字 定着
人口に麟（←月愈）i災 順行 置換 遠隔 衝突 臨時
眼光の隅（（一・燗）々たる 順行 置換 遠隔 紙字 臨時
澆浮（←季） 順行 付加 連続 衝突 臨時
萎藤（←摩〉 順行 付加 連続 衝突 臨蒋
濃潮（〈一刺） 順行 付加 連続 新字 臨時
泥（←泥）坊 逆行 置換 連続 1暗合 臨時
酬（←勘酌 7回 逆行 置換 連続 衝突 定着
繕（〈一ee）紳 5回 逆行 置換 連続 衝突 定着
懸（←蝋）燭 3回 逆行 置換 連続 衝突 定着
麹（←麺）包 逆行 置換 連続 衝突 定着
闘被（←腋）（狩衣の… 逆行 置換 遠隔 衝突 臨時







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1895 1901 1909 19正7 1925 通年
原文本文濁点文字数 100656121657130096148070173王63673642
校訂本文濁点文字数 1064641232071313081483三6173402682697



























1895 190圭 19091917王925 通年
原文本文濁点文字数 10254551494254137200170867458089
口語 校言体文1蜀点文字数 10443457879494013742317玉玉02459695
濁点文字使用率 98．2％ 99．4％ 99．3％ 99．8％ 99．9％ 99．7％
原文本文1蜀点文字数 90402761435842108702296215553
文語 校訂本文濁点文字数 960217742036368108932300223002





























95－100％ 33 146 365 323 175



































80－90％ 52 8 1
90－95％ 64 1王 6
95級00％ 333 332 145 50 8













































号 記事開始@位置 認事題名 著者
濁点文字
g用率
4 PlOgBG1〈短歌〉 ? 0．0％




18952 PO64AO5広島の形勢 野口勝一 4．3％




5 PO72BOl〈和歌〉 ? 7．8％











































































































































































































文章の種類 文　体 仮名の種類 濁点文字使用率















































































































































































































い：ひ 77 77 74 22 136386
或いは・ハそテ＿ピー。副言調つい
い：ゐ 3王 21 21 62 49 184陥いる・いらっしゃ驕Eずいぶん
う：ふ 358398199 78 130王163ワ行上二（用うる）・形e詞ウ音便・助動詞う
う：ゆ（注5） 148 192 74 7 10 431ワ行上山側うる，率､る）
え：へ 446322206 5 671046ヤ県下こ二（見え）・感動撃ﾋえ
え：ゑ 80 35 7 6 玉28 ワ結玉二（絶え〉・感動撃ﾋえ
お：を 24 5 2 7 38おろか・感動詞おい
おほ：あふ 3 3 仰せ
かう：こう 1 14 2 12 29斯う・助動詞う（行か､）
さう：そう 14 62 107 5 17 205助動詞さうだ・然う
さう：そふ 17 1 18然う
じ：ぢ 14 玉0 i2 104 61 201じっと
ず：づ 7 7 ll 8 22 55むず痒い・ずっと
せう：しやう 32 67 61 ? 19 180でせう・ませう
せう：しよう 3 47 3 4 38 95でせう・ませう
そう：さう 1 1 2 大屑
そふ：さう 1 1 添ふ
たう：とう 12 12 28 69 43 164到頭・本巌
たう：とふ 2 2 到頭




ぢ：じ 205 58 34 8 22 325助動詞ぢや・ぢやあ
ちやう：てう 1 1 提灯
ちゆう：ちう 2 1 1 2 7 13中（ちゆう）
づ：ず 5 12 3 7 8 35先づ・弾む
とう：たう 3 3 到頭
なう：のう 8 1 76 85終助詞なう
なう：のふ 2 2 終助詞なう
のふ：なふ 1 1 昨ヨ
　〉　　　　　　　　　》ﾍつ：ほっ 3 3 1 7 助動詞う（貰はう）・介
ばう：ぼう 1 1 3 3 8 坊・副詞ばうと
は：わ 33 18 48 24 正23 ハ行事段（行は，能は）・俄
はふ：ほう
? 1 這々
ひ：い 35 42 101 52 100330ハ行連用形（強ひ，貰ﾐ）
ひ：ゐ 8 17 11 2 5 43ハ行連用形（強ひ，違ﾐ）
ふ：う 150 213 255 5033231444ハ行四段音便形
ふ：ほ 2 1 3 倒れる・煽る
ふ：ゆ 141 90 91 26 3 351ハ行下二（堪ふる，教ふる）
ふ：を 1 ? 煽り
へ：え 192 216 191 42 23 664ハ行動二（堪へ教へ）
へ：ゑ 2 5 9 王6
????（???，??）
ほ：う 1 5 1 7 通す・催す
ぼふ：ばふ 1 ? 貧乏
ほ：ふ 16 12 30 3 6王 催す・通す
ほ：を 6 1 ? 8 直す
まう：もう 1 1 2 6 10儲け
まう：もふ 1 1 2 儲け
まふ：もう 3 3 ～ちまふ（てしまふ）
やう：よう 3 11 85 35 541 675助動詞やうだ・斯様




ゆ：う 1 1 ヤ行上二（酬ゆ）
ゆ：ふ 19 6 1 3 29ヤ行上二（覚ゆ，酬ゆ）
よう：やう 141 239 531 35G2021461助動詞よう
よう：やふ 1 1 助動詞よう
らう：ろう 20 29 王04 2 5 160助動詞う（あらう，だ轤､）
れう：りやう 1 1 助動詞う（笑われう）
ろふ：らふ 1 1 1 3 移ろふ・繕ふ
ろふ：らう 1 1 カゲロフ
わ：は 20 8 14 5 4 51ことわり・ざわめき
ゐ：い 16 20 11 1 7 55用みる・位・参る
ゐ：ひ 290262 149 王47 2751王23ワ行上一（用ゐ，率ゐ）
吻　　　　　鴻?：ス． 36 25 49 7 1 118ワ行下二（植ゑ，据ゑ）
ゑ：へ 35 60 24 119ワ行下二（据ゑ）
を：お 56 30 23 4 5 118
?????（??〜）??

































































































号 タイトル 著者 欄名 文体 注数 文字数 頻度
189510心中女 幸堂得知 小説 文語 153三53879．94
190圭7 姉崎嘲風に与ふる書 高山樗牛 文芸聴評 文語 115154947．42
18956 涙の媒介 論詰採菊 小説 文語 100142327．03
19094 西間島事情 村田懸麿 雑纂 口語 71103786．84
19010文芸蒔評 高山樗牛 文芸時評 文語 77116446．61
19259 長篇小説　蛇人i第七回） 三上二黒吉 ＊＊ 日置 7812玉986．39
19014文芸時評 高山樗牛 文芸時評 文語 68115355．90
18956 新袈裟物語 宮崎三三昧 小説 文語 103184355．59
19018 文芸時評 高山樗集 文芸｝待評 文語 67122755．46
189512滑稽　道中すごろく 爾新二 小説 文語 91180835．03
19014外資輸入国としてﾌ二本 近藤廉平（口述） 論説 文語 52llO154．72
18959 十三世紀に於けるﾖ古民族の雄図 田岡嶺雲 史伝 文語 57玉27214．48
18956 亜有漏ルカーク（下） 森田思軒 史伝 文語 55126644．34
19015 文芸時評 大町桂月 文芸時評 文語 42100754．17
19013文芸時評 高山樗牛 文芸時評 文語 60145994．11
192512長篇小説　士人i第十回） 三上於菟吉 ＊＊ 口語 55134284．10
190圭10追懐談 川村純義（談） 歴史地理 口語 62152034．08
1895王1 浮世新聞 嵯峨の屋おむろ 小説 文語 47王18413．97
玉8953 昭看怨 巌谷小波 小説 文語 53133673．96
18959 夜の鶴（下〉 福地桜痴 小説 文語 74187813．94
19014 鎮西遊記（接前号〉 久保天降 歴史地理 文語 96246843．89
18951 ヲートルロー合戦ﾌ記 戸川残花 史伝 文語 57147753．86
19013 鎮西遊記 久保附随 歴史地理 文語 70192903．63
192514長篇小説　蛇人i第十二回） 三上於菟霞 ＊＊ 口語 44122693．59
18958 夜の鶴（上） 福地藁菰 小説 文語 35圭0093．47
190圭2 文芸時評 大町桂月 文芸時評 文語 41118673．45
19171 失はれた原稿 里見一叢 新年大附録 口語 41122733．34
1909里4 実印と預金帳 柴田流星 文芸 口語 55王78813．08
19013 文芸時評 大町桂月 文芸時評 文語 37121943．03









































葉鞘即知 7．00 7．00 一 一 鼎 一 王67 23845
落合直文 6．99 8．99 3．53 願 一 唱 1王9 17027
高山樗牛 5．89 0．83 6．45 一 一 闇 7i8121947
条野採菊 5．72 5．72 一 謄 P 一 10718709
中内蝶二 5．64 一 5．64 隠 一 一 67 1里87王
宮崎三昧 5．59 5．59 卿 辱 一 曽 10318435
村田懲麿 5．42 髄 辱 5．42 曽 一 10819920
南新二 5．03 5．03 謄 一 一 一 91 18083
塚原渋柿園 4．98 4．85 一 5．25 帰 F 74 14858
近藤廉平（口述） 4．72 欝 4．72 一 一 一 52 11015
田岡嶺雲 4．48 4．48 幣 騨 一 唱 57 12721
戸川残花 4．21 4．2玉 曹 輸 一 一 10王 23963
用役成義（談） 4．16 一 4．16 騨 辱 昌 圭24 29816
桐生悠々 4086．20 3．30 騨 一 一 10325237
用村純義（談） 408 － 4．08 一 一 欄 62 15203
嵯峨の屋おむろ 3．97 3．97 一 曽 開 ■ 47 1王841
久保天随 3．77 一 3．77 門 一 一 16643974
三上於菟吉 3．51 髄 騨 一 髄 3．51 423120495
尾碕紅葉 3．45 3．45 一 曽 卿 一 39 11288
大町桂月 3．41 需 3．63 2．19 0．88 3．37 596174888
泉鏡花 3．251L68 謄 2．07 一 髄 7021516
墨隈学人 3．21 鴨 一 3．21 曹 ， 61 18995
柴田流星 3．08 需 一 3．08 幽 帰 55 17881
森闘思軒 3．07 3．07 開 ■ 曽 醜 王06 34473
戸水寛人 3．07 営 3．07 一 一 一 52 16936
中根寿 3．Ol 3．01 辱 一 魅 開 40 13272
長谷規天渓 2．93 一 2．73 3．03 一 1．08 372三26866
手島精一 2．93 2．15 3．57 嘗 彌 一 36 12295
草野柴二※ 2．74 曽 隔 2．74 一 髄 36 13143






































14 10 12 王04 61 20圭
じ：ぢ
0．34％ 0．28％ 0．37％ 3．11％ L72％1．13％
205 58 34 6 22 325
ぢ：じ






















7 7 11 8 22 55
ず：づ
0．04％ 0．04％ 0．10％ 0．11％ 0．47％ 0．10％
5 圭2 3 7 8 35
づ：ず




































































? 7G8 627 710 99G 21615夏96
? 836 968235259591368423799














77 77 74 22 136 386
い：ひ 0．69％ 0．60％ 0．28％ 0．07％ 0．29％ 0．30％
31 21 21 62 49 184
い：ゐ 0．28％ 0．16％ 0．08％ 0．20％ 0．10％ 0．14％
358 398 199 78 130 1163
う：ふ
7．57％ 6．82％ L69％0．53％ 0．64％ 2．02％446，　322 206 5 67 1046え：へ 24．59％15．80％8．62％ 0．25％ 2．43％ 9．52％
80 35 7 6 12酬
え：ゑ 4．41％ 1．72％ 0．29％ 0．00％ 0．22％ L玉7％
24 5 2 7 38
お：を
0．84％ 0．21％ 0．06％ 0．00％ 0．16％ 0．23％
お：ほ 0．00％ 0．00％ 0．00％ 0．00％ 0．00％ 0．00％
33 18 47 24 122
は：わ 0．05％ 0．02％ 0．06％ 0．00％ 0．03％ 0．03％
35 42 圭Ol 52 100 330
ひ：い o．45％ 0．81％ 2．40％ 1．11％ L74％ 1．19％8 17 ? 2 5 43
ひ：ゐ 0．10％ 0．33％ 0．26％ 0．04％ 0．09％ 0．16％
150 2王3 255 503 323 1444ふ：う
LO6％L67％L67％3．59％ 2．07％ 2．Ol％192 216 190 42 23 663
へ：え L98％ 2．61％ 2．30％ 0．47％ 0．20％ L42％2 5 9 16
へ：ゑ 0．02％ 0．06％ 0．00％ 0．00％ 0．08％ 0．03％
ほ：お 0．00％ 0．00％ 0．OG％ 0．00％ 0．00％ 0．00％
6 1 1 8
ほ：を
0．35％ 0．07％ 0．00％ 0．00％ 0．06％ 0．10％
20 8 14 5 4 5王
わ：は 2．82％ L28％i．97％ 0．51％ 0．19％ 0．98％
16 20 ?? ? 7 55
ゐ1い L91％2．07％ 0．47％ 0．02％ 0．05％ 0．23％
◎　　　　　　　　φ　　　　　　　　，　　　　　　　　◇　　　　　　　　◎　　　　　　　　φ　　　　　　　　や　　　　　　　　◎　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　や　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　や　　　　　　　　◇　　　　　　　　ウ　　　　　　　　ら　　　　　　　　ウ　　　　　　　　←　　　　　　　　◇　　　　　　　　φ　　　　　　　　◇
［第2部　活用311至文字・表記365
正：誤 1895年1901年1909年19王7年 王925年 合計
290 262 149 茎47 275 1123
ゐ：ひ 34．69％27．07％6．34％ 2．47％ 2．01％ 4．72％
36 25 49 7 1 118
”　　　　　L?：尺 9．63％12．89％26．78％5．07％ G．56％ 三LO5％
35 60 24 119ゑ：へ 9．36％30．93％13．1王％ 0．00％ 0．00％ 11．14％
56 30 23 4 5 118を：お
0．06％ 0．03％ 0．03％ 0．01％ 0．01％ 0．03％
1 1
を：ほ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































． 十 ． ． 十 ． ． ． ． ． 十 ． ゆ
あとがき
　本書は，『太陽コーーパス3の設計と，『太陽コーパス』を用いた
確立期現代語の詑述とについて，コーパスを作りながら研究して
きた成果を，プロジェクトに関わった研究者の論文の形でまとめ
たものである。本書と同磯に刊行した「太陽コーパスsCD－
ROMとあわせ，コーパスを用いたEl本語硬究が普及していく足
がかりとして，学界や社会に受け入れられれば幸いである。
　われわれは「太陽コーパスxのプロジェクト進行中にも，学術
誌などでいくつかの研究成果を発表してきた。プPジェクトの成
果報告をまとめて記しておくことと，『太陽コーパス』による研
究の広がりを見わたしたい読者の参考に供することとを目的とし
て，その一覧を下に掲げる。『太陽コーーパス2を中心的に扱って
いる研究に隈り，解太陽コーパス』を部分鮒に用いた研究は除い
てある。
　　小木曽智信（2002）「近代語テキストからの可能動詞の抽
　　　出一『太陽コーパス』を例に一」（『学海日本語』7，125－
　　　135頁）
　　小木曽智僑（2003a）「『太陽コーパスsにおける字音仮名
　　　遣いについて」（『明海日本語s8，　H7－126頁）
　　小木曽智信（2003b）「近代日本語における「能ふ」の用
　　　法一『太陽コーパスgの用例から一」（『明海大学外国語学
　　　部論集』15，1－11頁〉
　　小椋秀樹・小木曽智儒・近藤明日子（2002）「『太陽コーパ
　　　ス』を使った近代語表現の通時的考察一口語文体・可能表
　　　現・待遇表現について一J（『国語学会2002年度春黍大会
　　　要旨集』，177－184頁，国語学会）
　　本村睦子・田中牧郎・飯島満（1997）『『太陽sコーパスの
　　　作成と活用謝（科学研究費研究報告書・新プm「日本語」，
　　　国立国語研究所）
　　木村睦子・繊中牧郎・飯島満・笹原宏之（｝999）『『太陽2
　　　コーパス』の漢字処理一『太陽』1901の漢字調査一』（科
　　　学研究費研究報告書。新プロ　「β；本語」，国立国語研究所）
379
38e
　　田中牧郎（1998＞「e太陽』コーパスの作成」（『国立国語研
　　　究所創立50周年記念研究発表会資料集s39－46頁，国立
　　　国語研究所）
　　田中牧郎（2COIa）「XMLを利用したコーパスの構築一
　　　『太陽コーパスaを中心に一」（粕本語学320－13，80－
　　　9正忌，明治書院）
　　田中牧郎（2001b＞「『太陽コーパス」の構築による確立期
　　　現代語の研究」（平成13年度国立国語研究所公開研究発表
　　　会予稿集，2－11頁，国立国語研究所）
　　田中牧郎（2004　a）f近代語研究資料と研究雑誌y太陽』」
　　　（暦本語学323一｝2，208－220頁，明治書院）
　　田中牧郎（2004　b＞f雑誌「太陽3創刊年（1895年）にお
　　　ける口語文一敬体を中心に一］（飛田良文編噛語論究II
　　　言文一致運動s，78－107頁，明治書院）
　　田中牧郎（2005郎嗣中）「『敏感』の誕生と定着一『太陽コ
　　　ーパスfiを用いて一］（『日本近代語研究s　4，ひつじ書房）
　　田中牧郎・小木曽智信（2000）ギ総合雑誌「太陽』の本文
　　　の様態と電子化テキスト」（国立国諾研究所編粕本語科
　　　学』8，141－152頁，国書刊行会）
　　中尾比早子（2003）「明治・大正期における程度副詞『非
　　　常にsについてJ佃麟流堂・丹羽一彌編『名古屋ことば
　　　のつどい雷語科学論集3，｝27－138頁）
　　由口昌也・田中牧郎（2002）「言語研究のための構造化テ
　　　キストと検索支援システムー『太陽コーパス』を中心に一」
　　　（『国語学会2002年度春季大会要旨集3，169－176頁，国
　　　語学会）
　　山口昌也・田中牧郎（2004）「多様な構造化テキ・ストに対i
　　　高した全文検索システム『ひまわりS」（粕本語学会
　　　2004年度秋季大会予稿集』，165－172頁，日本語学会）
　『太陽コーパス3のプロジェクトは，本書と『太陽コーパスA
CD－ROMの刊行によってひと区切りとなるが，この形にまとま
るまでには次のような経緯があった。
　「本研究の目的と本書の構成」の「2．2コーパス構築の事業へ」
（ti頁）のところでも触れたように，『太陽コーパス』の作成は，
国立国語硬究所の国語辞典編集室による国語辞典編集のための用
例採集事業（二本大語誌」構想）のなかで始まった。この事業
のなかで，雑誌『太陽sは，専門家による任意採集方式（スカウ
あ乙乃黛
ト式）による用例採集資料に選ばれ，延べ約80万語の用例が採
集された。『太陽』本文の電子化は，採集された用例に文脈を付
けることを団的として平成6年度に着手された。ここまでの作業
の遂行は，木村睦子・国語辞典編集室長（当時〉の指揮のもと，
藤原浩史・国語辞典編集室研究員（当時）の手で進められた。平
成i｝年度からは，驚例採集事業がコーパス作成事業に移行し，
『太陽』本文の電子化は，『太陽コーパスsの作成というコーパス
作成事業の一環に位置づけを変えた。この移行は筆下安彦・閣語
辞典編集室長（当時）の指導によるところが大きい。平成13年
度の国立国語研究所の独立行政法人化を機とする改組によって国
語辞典編集室が研究開発部門第一領域として再編された後は，相
澤正夫・研究開発部門長と目下誠・研究開発部門第一領域長によ
る指導や調整により，コv一・一パスの公開と論文集の刊行に向けた準
備が整えられた。
　本書の執筆者には加わっていないが，f太陽コーパス』の作成
や研究に関わった研究者は多い。担当した圏立国語研究所の研究
員・葬常勤研究員・研究補佐員と，所外から協力者として参画し
てくださった方々は次の通りである。
　　飯島満，乾とね，大木一夫，大塚みさ，緒方典裕，奥村大志，
　　小椋秀樹，貝美代子，小島聡子，柴田雅生，中由典子，服部
　　隆，服部紀子，平澤啓，本多久美子，日田貞雄，湯浅茂雄，
　　吉田谷幸宏
このほか，コーパスへの情報付与やデータの校正などには，非常
にたくさんの作業担当者の尽力があった。コーパスの試験公開を
三次にわたって行い，試験公開版に対して利用者から有益な意見
や激励をいただいた。『太陽コーパス』と本書の毘版，およびコ
ーパスに含める記事の著作権に関わる調査や許諾業務では，「太
陽sの刊行元である博文館を継承した株式会社博文館薪社の大橋
一弘社長，吉田延江取締役の理解と協力が大きかった。また，
「太陽』の各記事の著作権継承者の方々からは記事をV太陽コー
パスsに収録することについて許諾をいただいた。「太陽コーーパ
ス3の作成と本書の編集に御助力をいただいたすべての方々に，
謹んで感謝を申し上げたい。
　なお，『太陽コーパス』プロジェクトとして成果がまとまった
国立国語研究所の研究事業課題は次のものである。
　　国立国語研究所国語辞典編集室f国語辞典編集のための用例
　　　採集」（昭和63～平成10年度）
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　　国立国語研究所国語辞典編集室「国語辞典編集室コーパスの
　　　作成3（平成H～12年度）
　　独立行政法人国立国語研究所砺究開発部門第一領域「現代日
　　　本語における書き言葉の実態解明と雑誌コーパスの構築」
　　　（平成13～17年度）
また，以下の科学研究費による研究課題も，「太陽コーパスsに
深く関わるものである。
　　文部省科学砥究費（創成的基礎研究費）f国際社会における
　　　日本語についての総合的研究　研究班4：情報発信のため
　　　の言語資源の整備に関する研究」（略称：「新プロ」日本
　　　語〉（研究代表者：水谷修，平成6～10年度）
　　日本学術振興会科学研究費（基盤研究（B））f20世紀初期総
　　　合雑誌コーパスの構築による確立期現代語の高精度な記
　　　述」（研究代表者：四二牧郎，平成14～i7年度）
　本書ならびに匿太陽コーパス』CD－ROMの編集製作に際して
は，噺内に刊行物検討委員会を設置し，内容や形態等について検：
討を加えた。委員は次の通りである。
　　相澤正夫（委員長，研究開発部門長）
　　横山詔一（情報資料部門第二領域長）
　　宇佐美洋（日本語教育部門第一領域主任研究員）
　　田中牧郎（討究開発部門第一領域主任研究員）
さらに，本書所収の英文題目の作成にはエリク・ロング氏（国立
国語硬究所非常勤研究員）の協力があった。
　国立躍語砺究所では，今後もさまざまなコーパスを作成し，段
階的に規模を拡大し水準も向上させていくことで，現代二本語の
実態を把握できる汎用コーパスの構築と研究を尉旨していく予定
である。そのなかでe太陽コーパス』の誤りは補正し，不十分な
ところは改善し，本格的なβ本語コーパス構築につなげていきた
い。そのためにも，『太陽コーパス』や本書に対する御批正をい
ただくことを願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中牧郎
執筆者一覧
田中牧：郎（たなか・まきろう）
笹原宏之（ささはら・ひろゆき）
山鷺畠也（やまぐち・まさや）
国立国語研究所研究開発部門
第一領域主任研究員
国立国語研究所研究開発部門
第一領域主任研究員
国立国語研究所研究開発部門
第一領域研究員
小木曽智信（おぎそ・としのぶ）
近藤明ヨ子（こんどう・あすこ）
国立国語研究所研究開発部門
第一領域非常勤研究員・明海
大学外国語学部専任講師
国立国語研究所研究開発部門
第一領域非常勤研究員
井手順子（いで・じゅんこ）
中尾比早子（なかお・ひさこ）
中川美和（なかがわ・みわ）
告川明日香（よしかわ・あすか〉
元国立国語研究所研究開発
部門第一領域非常勤研究員・
国立国語研究所研究開発部門
研究補佐員
元国立国語研究所研究開発
部門第一領域非常勤研究員・
名古屋大学大学院文学研究科
博士課程後期在学中
元国立国語研究所研究開発
部軍国一領域非常勤研究員・
東京都立大学人文学部助手
元国立国語研究所研究開発
部門第一領域非常勤研究員
島田泰i子（しまだ・やすこ）　　　香用大学教育学部助教授
馬場俊臣（ばば・としおみ）　　　北海道教育大学教育学部助教
　　　　　　　　　　　　　　　授
　　※島照・馬場は，『太陽コーパスsの作成と研究に外部協力
　　者として参画した。
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蟹二塁其の演出」山田寅次郎
晦花雑諏」服部撫風
「電気化学工業の現況」鴨屠武
「工業世界」金子篤寿・鴨居武・塚本徳治
「工業世界」金子篤寿・鴨摺武・塚本信治
「工業世界」金子篤寿・鴨居武・塚本信治
「人種強健策」井上豊太郎
「工業世界」金子篤薄・鴨居武・塚本儒治
「特鋼遜信鼓浪頗羅際居留地対我居留民の位1蜘小山松寿
「韓国皇太子殿下1栗原広太（談話）
「誕」正宗白鳥
「故サルドゥーと淵上（初対面の活劇）」渋谷馬頭（抄訳）・ロイ＝フユーラー
「何故に黄帝圏か」木戸解剣
ぼ明治評論fi経営時代の鳥谷部鱈」山本轟城
「春汀潜談片」来広一雄
£春汀先生と開墾事業」小原敏繊（寄）
ヂ最近の文学界所感匪羅宗白鳥（談）
「大隈伯座談」江森泰吉・大隈重信（談）
「をんな」草野eeJ　1
「煎茶の科学」小此木忠四郎
「五十五年前に於ける瞬露人の会食」山田松灘（訳〉・ゴンチヤmフ（謁）
「海外通信」　詑獲辺金三三
「海外豊野米国加州通儒」渡辺金三
「鯛詩の新傾向とメターリンク」尉島金五郎
「細螺繭勇の關芸」北村棄江
「名士の仏国観仏国の陸軍」金城鉄壁生（談）
ε名士の仏羅観薪聞雑誌記者生活」渋谷馬頭
f佐々木高行伯」岩麟鏡川
「世界之時局独露の反感」小柳夏村
「碁敵」疋宗白鳥
「親兄弟」村山鳥蓮
「きやめれおんJ荒野放浪（訳）・チエホフ（作）
「「藻類の由来譲梗概」田中茂穂’
「名士の露西亜観露国の内状」八杉酒利（談）
「名士の鱈西藤観政治家を中心として観たる露国」夏秋亀一（談）
「仏国女丈夫を訪ふ（土耳其国情談）」渋谷馬頭
「読書断片」中原青蕪
「外人の日本観仏人の極棄融ハンリWラブルー
「外人の日本観日糖事件Jア欝モネスチエ
「外人の日本観日清両国罠の根本的相違」フランツ＝ウオーアス
1909年10号「海外通信区々たる母国の言論」植罵勇
1909年10号「海外通信在米日本青年の操行問題」吉田公準
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賦陽］一バス』に谷切なかった献畢の一更
1909年玉0号「点滴3中原青蕪（訳）・ハインツ＝トフォーテ
1909年10号「アナトル、フランスの作風」川轟風骨
1909年10号「森の繊葉。｝　」内藤建策
1909年10号「名士の土耳其湿土国罠と海軍2光風欝月生（談）
1909年10号「名士の土糠南観土葺古の華情」飯島亀太郎（談）
玉909年10号「外交と古泉場」渋谷馬頭
1909年玉1号　「文部雀留学生妻1嚢期論」堀切北東（談）
1909年H号　「世界之縛局独逸宰相辞職」中原膏蕪
1909年ll弩　「世界之蒔局j小捗μ夏村
1909年11号　「世界之蒔局飛行機騒ぎ」中賑青蕪
1909年11丹　「海外通信シャトル博覧会」永山天淵
1909年11号　「名士の瑞藤観堅実なる独立心」渋沢元治（談＞
1909年王2号ヂ帰朝したる高平男」縮刷巳之太郎
1909年12号f外人の日本版盛相衝突の原因」アウエスヌ
1909年12号「外人の潤本報土葺其青年党と臼本」セフエル＝ベー
1909年12号「世界之油壷再燃せるクリート問題」小柳夏村
1909年12彗「海外遜表布畦に於ける労働問題概見」奥田寛太郎
1909年12号「海外冥感シャトル搏覧会雑言己」永山天淵
1909年12号晦外通儒桑港通信」渡辺金王
1909年玉2号ヂピュートア」草野柴二・アナトール；フランス
1909年13号晦外通信南米秘露ill：鰍魍の変乱」小泉有癒
1909年13暑「雷雨」正宗繊鳥
1909年13畳「空中航行機の原動機1鮎笹本菊太郎（談）
1909年14暑「黒鍬税制整理問題理想的海軍行政整理」水天一碧楼主入（談）
玉909年14号「外人のEl本観対照懸案解決観ア＝モネスチエ
1909年14号「名士の鈴蘭観和蘭雑談」山川端夫（談）
1909年玉4号F最近の野球界匪正宗白鳥
BO9年エ6心胆：界之時勢土葺古の堵浮来」マーム・・一ドコシェブケト漏パシャ
1909痢6号「帝箇大学派文士の長短啓発されたことが無い」正宗白鳥（談）
1909年16号「名士の瑞典諾威観世界一の電話国」泉谷壕一（談）
1917至曇1暑
19玉7年2号
1917年3号
19171’＃i3’F”vnd
1917峯算3暑
1917年4号
1917年4号
1917府三5号
1917年5号
1917｛葬5号
玉9玉7年5号
1917thf．5－Fif
1917年5号
1917奪三5号
1917年6弩
1917年6号
「乾いた心」正宗白鳥
「瀾戦以来の伊太利」寺崎武男
「政戦の発展」佐々木惣一
堅忍の生」与謝野寛・エレンヌ・スガン
f寡婦後」尾勘菊子
職が貿易品に対する組製濫造の非難と事実と救済策」記渚（文責）・古谷重綱
「総選挙風鞠録」二宮楚堀
「露国の革命と露国の向後」蜷川新
「露国の革命事変」今井政吉
「露国の革命と外交界の影響」末広一雄
「纐用動力計の革命」安井正太郎（筆録）・加茂正雄（III述）
「エンデル氏の仏蘭西観」太宰施門
「女子教育管見要項」WtEff米吉
「若いiinの流れ」中村孤月
f戦後の本邦化学工業を如何せん」鴨居武
「米騨参戦の影響」蜷瑚新
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1917年6号
1917年6号
1917年8号
1917年9号
1917年9号
1917年9号
1917年9号
19王7年9号
1917年10号
1917年12号
1917年12号
1917年12号
1917年12男・
王917年12号
1917年12号
1917年12・弩
1917年12号
1917年13号・
1917年13号
1917年王3号
1917年13号
王9玉7年13号
1917年13号
1917年14号
1917年14号
1917年14号
1917年14号
1917年14丹
1917年玉4号
1917年14号
1925年王号
1925年1号
1925年1号
王925年1号
1925年1号
1925年1号
1925年湯
1925年1号
1925年1号
1925年1号
1925年1号
1925年1号
1925年1号
1925年1号
1925年1号
「戦後に於ける世界平和酎久策を論ず」泉哲
罫逐鹿異写と新代議±」二宮aSJ［i
「懸動」村山勇三
「外観内容共に貧弱」三木武吉
「露酉亜の非賠蝦葬併合主義を評す」蜷川薪
「大戦を予言せる独逸戦前の芸術寺蜻武男
「階飛騨の渓流」二宮楚f［［
「冬の八ヶ嶽の印象」林博太郎
「段の兵力と支那の政局」寺西秀武（談〉
「マルヌの野に立ちて」堀鷲大学
罫戦時利得税の可否3記者（文責）・橋本圭三郎
「教育の形式と内容」山田信次（寄）
「美術院日本画作家の感想」横康大観
「美術院日本画作家の感想」前田青邨
「美術院臼本癒作家の感想」名取春仙
「美術院臼本画作家の感想」川端龍子
「美術院臼本画作家の感想］堅山南風
ゼ奔淵翠光」平田松堂
嚥髪」鏑木清方
「文展臼本画概見」紀星蜂
「南半球の利用と日本」蜷川新
「去勢に就きての話（上）」角日日隆
「祖国の残土ま与謝野寛・エミル＝ヱ“ルアラン
「支那と毒内内閣」安岡秀夫
「我国入は如何に化学工業を見る乎」島隣慶一
働揺せる露国社会」今井政吉
f海外発展と出稼飛3蜷規赫
「玄勢に就きての話（下）］角田隆
「独断独語」末広一雄
「盆栽の新研究」平松中陽
「無煙石油ランプ」八木静雄
「電熱式自動煮炊器」　ノ＼木静海錐
「天気予報の新聞に現はる〉まで」梶間百樹（談〉
「科学を基礎としたる鯉研1醜　米を使用せず醗酵法に依らず各種成分の配合に依り製造
せる新臓本酒」山本敬三
「完然燃焼竈の発明」八木静雄
歎米に於ける定期航空輸送の現状」伊藤酉夫
f濾過水筒の発明」八木静雄
槻近に於ける食餌療法の進歩」高田蒔
f木箱に代朋する段ボール紙箱の発明」八木静雄
f至つて便利な瓶の口」八木静雄
「魚詰仮蓋の発明3八木静雄
「家庭用の留詰器」八木静雄
「毒瓦斯の論久村種樹（談）
「愈々議会を通過する普遜選挙の内容解剖と其批判」大野恭平
噺案　飛行脹」名木山賢一
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西陽コーバ穐に谷め硲ηつた1く畢の一黄
1925垂柳1至｝
1925至Fl号
1925年1号
1925至琴1・弩
1925年1号
1925舟三1号
1925益Fl号
1925年1号
1925｛野1暑
1925孟1三1号
1925年1号
1925年1暑
1925年1号
1925年1号
1925年1暑
1925年1弩
1925惹F2異｝
1925勾三2男｝
1925至蒋2号
1925七二2号
1925年2号
1925益焉3暑
1925年3号
1925年3号
1925｛響3号
1925年3号
1925益昇3号
1925t蒋3号
1925査昇3餐｝
1925年3号
1925益琴3餐｝
1925益蓉3暑
1925年3号
1925年3号
1925年3号
1925歪喜三3弩
1925奪三3号・
1925年4号
1925年4号
1925無三4－Ff
I925年4号
王925年4号
1925《巨4髪｝
1925年4暑
1925年4号
「怪奇探偵小説緑の扉」梅原成基（訳〉・ヘルマン＝ランドン（作〉
「欧米の発明と臼本の発明」脚部佑吉
「社会時評　脊牛余沢」水島爾保布
「最も経済的な無線電話装羅法」田村正四郎
「長篇科学小説生ける死四一國溺佐野慶介（訳）・ジョン＝マルチン＝リーヒー（作）
「王子製紙会社の窮業と社員待遇法」天外散史
「家庭粥として便利な布製組立箪笥」八木静雄
「最近に於ける外科手術の発達」佐藤清一郎
「文墳風聞記］水上渉
「水を粥ゐざる新蒸気動力」イスマー＝ギンスベルグ
「英国と日本の飛行郵便」今井冨次
「通俗講話ラヂオの知識」槙羅年正
噺案の御飯ふかし」八木静雄
「簡便なる可燃性瓦斯採集器」八木静雄
「我輩は牛である」新井誠夫
「紙袋開田器の新発明」八木静雄
「時事漫評冷時冷殺3水島爾保海
「東京電燈会社の箏業と社員待遇法」天外散史
「長篇科学小説生ける死糖二鰍」佐野慶介（訳）・ジョンmマルチン＝V一ピー（作）
「肺結核の妙薬として見たる肝漉の効能J一鶴保
「怪奇探傾小説緑の扉」梅原成基（訳）・ヘルマン＝ランドン（作）
「企業上より比較したる匿三井露対『三菱Sj繍藤良平
「「理研酒湯から糎研水』へ　山本敬三氏の理研酒の研究をよむ」根本韮
「鮮銀と台銀社員待遇法」天外散史
「丹二言四二と騒ミ雨脚」桑野良で乍
「孫の顔を見ながら熱湯浴をする大一門」野田俊作
「万病にきく漫雨浴」井上通治
「労働運動ゴシップ：二つの平行線J村島帰之
「挙法無双　付師の妻と少女」赤城照二
「時事漫欝白眼倒視」水島平門布
f東京放送局の事業と将来」新名直和
「戦争廃除作周から世界協力作胴ヘー歴史的意義を有する第五回総会一世界閣放と日本幾
族の将来一」稲垣克己
「密輸入物語」渡辺悌岡
f長篇科学小説生ける死鞘三野」佐野慶介（訳）・ジョン＝マルチン＝リーヒー（作＞
f浪界風聞録」南北遊客
竪奇探偵小説　緑の扉」梅原成基（訳〉・ヘルマンXランドン（作＞
f文壇風削剥」水上渉
明治生命と帝国生命の社員待遇法」天外散史
「赤化運動と平和運動」制帽守克
「倫敦の火一S都会の獲物s－」田内長太郎（訳）・アーノオルド＝ベンネット
「撃法無双伝」赤城照二
「日本と米国の不良少年少女」植田たまよ（談）
「小鳥のうたJさいきmせじゆう
「社会時評　痴子春秋」水島削袖布
「最近に発達したる脳と肺の外科手術」大池豊三郎
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1925年7号
1925年7号
1925年7号
1925年7号
1925年7号
1925年7号
1925年7号
1925年7号
1925年7号
「長篇科学小説　生ける死9第四翻溺侮野慶介（訳）・ジヨン；マルチンmリーヒー（作〉
「文壌風聞記」水上渉
「吉田寅二郎とロバァト・ルヰ・スチヴェンソン」田内長太郎（訳）・藤沢利奮太郎（講演）
「世界に於ける放送無線電謡の現状」荒川大太郎
fラヂオ放送と無線電儒の発愚米村嘉一郎
「世界無線網の現状」加島斌
「最も経済的な受信回路の話」原口猷一
「無線小説　ホビイとラヂオ」クーパ・一一・アレン
「無線電話の真空管に就て」佐野畠一
「一一幕物一ラヂォキング」田内長太郎（訳）・アダムMハル・シヤー一ク（作）
「聾者とラヂオ」記者・ワアーレン＝ポンド
「高声器の選定に就て」田村正四郎
「日本の家庭とラヂオ」赤坂東司
「調刺小説ffラヂオ禁止SJ＊（抄訳）・パーカ・一一・・tルー一タァ～
「放送無線受話器の発達一其の形式試験を要する理由一」宮本和一郎
「日本で使用し得る放送聴取用受儘装置」横蜘英太郎
fラヂオによる印嗣通儒一一分間に千語以上の活字が電送される一」秋山秀雄
「無線放送局の設備」填尾年正
「映画と絵画の恋の場面に就て」畑耕一
F台湾第一の憲豪　林本源1廣闘秘史」飯野静男
「我国銀行界の最大弱点」星野行則
囑来ジョホールに於ける大猛獣狩」吉井儒照
畷も約確なる就職案内として好評を博せる各社待遇法の解剖　十五銀行と山目銀行の社
員手寺遇法」　天夕祥汝史
ゼ将来の空中戦ま岩本周平
展篇科学小説　生ける死際五ees］佐野慶介（訳）・ジヨン＝マルチン＝リーヒー（作）
「藤沢博士の帝都復興論を読む　大正十三年十二月号本誌掲載el東京市の復興に就て震災
直後当時滞京中のビヤード博士に送りたる覚書謡参照」スネルレン
「枇会外の社会の一薦…狂病院七年問の生活記録」亀国健次
「無線電話の再放送」槙尾年正
「国有鉄道の建設と改良」伊藤霞鋒
「文壌風聞録」水上渉
「私が抜擢した入々　衰島寸三氏と山本久三郎氏　私を抜擢した人々　中上周彦次郎氏、
和潤豊治氏、牛場卓蔵氏、荘田平五郎氏」西野恵之助
「予が世話をした入で繊世した感心な人々」安田亀一
「川綺造船所の社員待遇法」天外散史
「大乗的の偉人菓郷元躰より受けたる感化」小笠漂長生
Fe「毒g利用論」松柑松年
「書物「デモクラシーと労働譲望繊悔録孟『欝志録s　人物　加藤弘之、杉浦重醐」深作安
文〈談）
燦偵二十年」小泉捲之助
噺政友会総裁　田中義一男」中野青四郎
「短波長による無線放送」槙躍年正
「入造絹糸の現在及将来」佐羽太三郎
「長篇科学小説　生ける死駅第六geS」佐野慶介（訳）・ジヨン；マルチンmリーヒー（作〉
「プラチナの由来」渡辺万次郎
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1925年7号　「時事一家言」浜田三峰
1925年7号　f文堰風聞記」水上渉
1925年9号　「ヒンデンブルグ鵬程の意義」松原一雄
1925年9弩　「政界合陶劇と其影武者一熱海会議より犬養老隠退まで一」山岡頭巾
1925年9号　「大臣級の財政家」南北遊客
玉925年9号　「手腕家よりも円満なる人格が第一」加藤恭平
1925年9号　殊ポーツマン・スピリットが繊世の根本」原邦造
1925年9号　「入露臼記　モスコウにて（五月七日）」大津六三郎
1925年9号　「鐘淵紡績会社の歓興蟹騙法」天外散史
1925年9号　「私の学生田代　大食のレコード」門野璽九郎
1925年9号　「長篇科学小説　生ける死「第七圓s］佐野慶介（訳）・ジョンwマルチン・・V一ピー（作）
1925年9弩　吠衆文芸本来の理想」堀木克三
1925年9号　ゼ小鳥のうた」さいき＝せじゆう
1925年9号　「食養法より見たる米、野菜、肉類の割合」石塚右玄
1925年9弩「郵便飛行機に備へた無線電話」槙尾年正
1925年9号　「文壇風聞録」水上渉
1925年10号「支那騒擾の思想的背景」神田正雄
1925年王0号F時事寸雷3浜田三峰
1925年10号塗｝挙特代物語f一一」」水島爾保母
1925年10号「前田侯母家宝物の落札者とその銀甲」森薪八
1925年10号「当来文芸思1朝としての大地主義」大槻憲二
1925年10号噺らしき時代」藤森淳三
王925年10号「第一銀行の社員待遇法」天外散史
1925年王0号「財界に分衆する政党政派の勢力」南北遊客
1925年10号ギ京都癒壇の鳥鰍図」黒闘天外
1925年10号「南京豆の四一逆襲の戦法日原肇一郎
1925年10丹「音楽と映画一その成長と今後の傾向に就て一」永田龍雄
ig25年10号「長篇科学小説　生ける死「第八鶴」佐野慶介（訳）・ジョン竺マルチン・・リーヒー（作）
1925年10号「文壇風開録」水上渉
1925年玉玉肥「現代社会相の一考察1深作田文
1925年11号f家庭破壊の種々相と貞操観念の動揺」山川菊栄
1925年ll号　「財界の國復期は尚ほ不明」松本重威
1925年ll号「街頭スケッチ　万年筆売り」水鵬爾保布
1925年ll号　「帝国電燈会祉の社員待遇法」天外散史
玉925年1揚「土龍の祈り」伊藤靖
1925年王1号駿村描写　泥の中で踊る人々」青木純二
1925年ll野「現代世相の帰着点」三宅腰一
1925年ll母「集団生活と静思の必要」土方成美
1925年ll号　「小鳥のうた」さいき＝せじゆう
1925年U号　「法廷より見たる急場人情の変遷」宇野要三郎
1925年王王号「丸の内を中心とせる特殊犯鍋宮沢文作
1925年玉1号「不良少年少女と飛躍状態匪後藤四方吉
1925年11号f劇場に現はれたる最近の世羅」山本久三郎
1925年11号「婦人の求職と就職に現はれたる時代棚」宮下正男
1925年ll号「犯羅に現はれたる媛近の傾向」中村義正
1925年ll号「長篇科学小説　生ける死『第九tms］佐野慶介（訳）・ジョン；マルチンrリーヒー（作）
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1925年11号「文壇風聞記」水上渉
1925年12号歓米印象記」賀川豊彦
1925年12号「英国のラシァ商人」111県五十雄（談）
1925年12号「田法論の過去と現在」光風露月楼
王925年12号「太陽の黒点に絡まる悲観説一低気圧一東北地方凶作一米価騰貴一恐慌一不爆気」加藤良平
1925年12号「大飢謹と太陽黒点」田口克敏
1925年12号f太陽黒点と稲作との関係に就て（抄録）」山沢金五郎
1925年12号騰落の分水嶺に立てる田面の前途」松村金兵衛（談）
1925年12号咳圷の失業事情と職業補灘」安田亀一
1925年12号「間接費の節約と良質多産主義」雑賀良三郎
1925年12号「鐘紡主義の三大要素による経営法」福原八郎
1925年12号「職工の心理より見たる能率の増減」森誠
1925年12号「大金額の費目と複雑な費目の研究」伊吹震
1925年12号「経費節減の根本策は統1糊ある協カー致あるのみ」宮馬清次郎
1925年12号f不景気切抜策　直接販売｛樹と日給制採点」松崎半三郎
1925年12号軒の出ないところ」竹内薫兵（談）
1925年12号「明治神宮の雑」松宮春一郎（談）
1925年12号「検死」鈴木平十郎（談）
1925年12号「電燈による植物の栽培」槙羅年正
1925年12号「院展の彫灘のEP象一二人の帝廟一」畑正吉・デルスニス
1925年12号「：科の彫刻を見て」石川確治
1925年12号「熱意の文学出でよ」木蘇穀
1925年12号「現文壌の帰趨」川漁備寛
1925年12号「躍る女の上述」湯浅真生
1925年12号「文壇風聞鋤水上渉
1925年王3号「労働組合法の批判とその基本観念」三谷一二
1925年13号「〈固人会談叢〉」竹内薫兵（談）
1925年13号「労働運動挿話　新入に恋多し」村鶴帰之
1925年13号f労働総同盟の入々」佐保貞二
1925年13号f外交縦陣」松原一雄
1925年13号「書斎から議政壇上に送られる…貴族院の四学者議員」碓氷三郎
1925年13号「尿の学問」木内幹
1925年13号「恋の復讐　鬼火の心」三樹荘主人（訳）・ドーレヴィリー（原作）
1925年13号「抽象論の流行j大槻憲二
1925年13号　ギ夢」　問宮茂璋甫
1925年13号噺らしき時代のために」那珂孝平
1925年13号「人工妊娠的作家」森本巌夫
1925年13号「翻る恋文のトリック3111崎縮寛
1925年13号「文壇風聞録」水上渉
1925年14号「外交縦談」松原一雄
1925年14号「ソウエート露西亜臨象記」八杉貞利
1925年14号「文芸批評の実用性」西村鎮彦
1925年14号「歳末時評」川蘭備寛
1925年14号「山山」間宮茂輔
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